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日歯技工誌 45（特）：2024

〈基調講演〉

The essence of dental technology in Japan is progressing

SUESE Kazuhiko

デジタル化が進展する日本の歯科技工の真髄
末瀨一彦

第 7回国際歯科技工学術大会　大会長

略 歴
1976年 大阪歯科大学卒業
1990年 大阪歯科大学歯科技工士専門学校校長
2014年 大阪歯科大学歯科審美学室教授
2021年 一般社団法人奈良県歯科医師会会長
2023年 公益社団法人日本歯科医師会常務理事

1976 Graduated Osaka Dental University

1990 Dean Osaka Dental University School of Dental Technicians

2014 Professor Esthetic Dentistry Osaka Dental University

2021 President Nara Dental Association 

2023 Standing Director Japan Dental Association
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　近年，日本の歯科業界は大きな変革期を迎え，人口減少や少子高齢化の影響で，高齢者歯科や訪問歯科診療の需要が増加，
治療から予防処置へのシフト，加えて歯科技工士の高齢化や若手参入の減少，後継者不足など，業界全体での課題がある．
2000年当初から導入された歯科用 CAD/CAMシステムは，高精度・高品質，効率性，標準化，労働集約からの脱却など多くの
利点があり，歯科技工所の多くで採用されている．しかし，高額な機器であることから，小規模型の歯科技工所では配備する
には限界がある．
　これからの歯科技工は，歯科用 CAD/CAMシステムを積極的に活用しながら，最終的な工程ではアナログ的な技術によって
高品質な補綴装置を製作するという方向性で，インターネットを生かしてグローバルな歯科技工に取り組むことが可能であ
る．もう一方は，日本が誇る「重要無形文化財」のように，モノづくりの高度熟練技能者が製作する「匠の技」的な歯科技工
物を製作する方向性である．日本の歯科技工が継承されてきたアナログ的な繊細な技能によって，世界に二つとない芸術的・
機能的な義歯などを製作する技術である．まさに小規模型歯科技工所の役割かもしれない．デジタルツールとアナログ技能が
融合して，日本の歯科技工はますますの発展性がある．歯科技工士養成機関では，それぞれの学生の適性に応じた教育が必要
である．歯科技工には潜在的な素晴らしさがある．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈特別講演Ⅰ〉

“Opening Soon: Osaka-Kansai EXPO”
Overview and the inaugural Virtual EXPO initiative

OHDAKE Takeaki

「まもなく開幕　大阪・関西万博」
─全体像と初展開となるバーチャル万博の取り組み─

大嵩豪朗
2025 年日本国際博覧会協会

略 歴
2007年 情報通信業界の民間企業へ入社
2017年 The College of William and Mary MBA（経営学修士）取得
2019年 DX（デジタルトランスフォーメーション）を支援する法人向けの新規事業を立上げ
2021年 公益社団法人 2025年日本国際博覧会協会出向

バーチャル万博の企画・運営などに関わる統括業務，
データ利活用による共創推進企画・運営などに関わる統括業務を担当

2007 Joined private company in the information and communications industry

2017 Obtained MBA from the College of William and Mary

2019 Launched new business that supports digital transformation (DX)

2021 Seconded to 2025 World EXPO Japan Association

 Responsible for overseeing the planning and operation of the Virtual EXPO,

and for overseeing the planning and operation of co-creation promotion through data utilization

The 2025 “ - ”) will be held for 183 13 13 2025
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2025年日本国際博覧会（略称「大阪・関西万博」）が，2025年 4月 13日から 10月 13日までの 183日間，大阪市の人工島「夢
洲」で開催されます．大阪・関西万博では，「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに，一人ひとりがみずからの望む生き
方を考え，それぞれの可能性を最大限発揮できるように，世界中からたくさんの人やモノ，英知が集まります．また，大阪・
関西万博を「未来社会の実験場」と位置づけ，新たな技術やサービスを実証する場としてさまざまなチャレンジが展開されま
す．そのうちの一つである「バーチャル万博」では，夢洲会場を 3DCGで再現したメタバース空間を制作し，各出展者がバー
チャルならではの展示やイベントを展開します．バーチャル万博は，実際に会場に来たくても来ることができない世界中の
方々が参加可能となるインクルーシブな万博の実現を目指すものであり，新しい万博の形を模索する取り組みでもあります．
本講演では，まもなく開幕する大阪・関西万博の全体像とバーチャル万博の可能性や準備状況についてご紹介します．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈特別講演Ⅱ〉

Future society with avatars and generative AI

NISHIGUCHI Shogo

アバターと生成AI による未来社会
西口昇吾

AVITA株式会社

略 歴
大阪大学大学院基礎工学研究科修了
シティ大学ロンドン，カンタベリー大学招聘研究員
日本テレビ放送網株式会社 VTuber事業共同代表（退任）
大阪・関西万博テーマ事業シグネチャーパビリオン「いのちの未来」メタバースアドバイザー
AVITA株式会社創業者・取締役副社長 COO（現在）

Osaka University Graduate School of Engineering Science

City University of London, University of Canterbury：Researcher

Nippon Television Corp.：Founder of Virtual YouTuber business

Expo 2025 Osaka, Kansai, Japan, Signature Pavilion

AVITA Inc.：Founder/COO

- -
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株式会社はアンドロイド研究で著名な石黒　浩教授が代表を務め，アバターの社会実装を目指す大阪大学発のスター
トアップです．アバターや生成 などのテクノロジーを活用したリモート接客サービス「 」や ロープレ支援サー
ビス「アバトレ」などを開発・提供することによって，世界的な社会課題である人口問題の解決に取り組んでいます．本講演
では，身近な生活のなかでアバターがどのように活用されているのか，ビジネスでの成功事例をご紹介させていただくととも
に，アバターが普及することによって実現される未来の社会についてお話しさせていただきます．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈特別講演Ⅲ〉

The achievement of dental healthcare DX in daily clinical practice

ARAI Masami

M’s Dental Clinic

日常臨床における歯科医療DXの到達点
荒井昌海

エムズ歯科クリニック

略 歴
1999年 東京医科歯科大学歯学部卒業
2016年 東京医科歯科大学大学院修了
2016年 大阪歯科大学客員教授
2020年 東京医科歯科大学非常勤講師
2024年 日本口腔インプラント学会指導医

1999 Graduated from Tokyo Medical and Dental University, Faculty of Dentistry

2016 Completed Graduate School at Tokyo Medical and Dental University

2016-present Visiting Professor at Osaka Dental University

2020-present Part-time Lecturer at Tokyo Medical and Dental University

2024-present Certified Instructor at the Japanese Society of Oral Implantology

15 -rays and 

2022

-

　この 15年間，われわれはデジタル技術を意識して仕事をしてきた．エックス線はほとんどの歯科医院でデジタル化され，レ
セプトコンピューターも多くのクリニックで導入されているが，これだけで歯科のデジタル化が進んだといえるだろうか？

2022年には「DX（デジタルトランスフォーメーション）」という言葉がよくみられた．DXの意味を理解し，それを歯科に応
用する意義を考えたところ，デジタル化には 3つのステップがあり，エックス線やレセコンの導入は第一ステップの「デジタイ
ゼーション」にすぎず，第二ステップの「デジタライゼーション」を経て，最終的には「デジタルトランスフォーメーション
（DX）」を目指すべきであることがわかった．
　歯科医療におけるDXを考える際，一般の歯科医院でも導入可能な仕組みを検討する必要がある．広義には，治療行為だけで
なく予約 /初診受付 /診療 /会計 /次回予約 /技工管理 /労務管理 /支払い /確定申告までを一元化したデジタルフローが実現し
て初めてDXといえる．診療行為だけをDXとするならば，アナログ的な処置も重要であり，本来のDXの概念から外れてしまう．
　今回は，現時点で私が考える歯科のDXについて，一定の到達点を共有したい．少子化が進むなか，今後の採用や教育は一層
困難になる．その解決策として，歯科クリニック全体のDX化が重要である．人は単純作業から解放され，人間にしかできない
ことに注力する時代が来ている．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈教育講演〉

Recent trends among dental technicians

OGURA Masayuki

歯科技工士に関する最近の動向
小椋正之

日本大学松戸歯学部歯科医療管理学講座

略 歴
1998年 厚生省入省
2016年 厚生労働省保険局歯科医療管理官
2021年 厚生労働省医政局歯科保健課長
2024年 日本大学松戸歯学部歯科医療管理学講座教授

1998 Joined the Ministry of Health and Welfare

2016 Dental Cure Management Officer, Medical Insurance Bureau, Ministry of Health, Labor and Welfare

2021 Director of the Dental Health Division, Medical Affairs Bureau, Ministry of Health, Labor and Welfare

2024 Professor, Department of Dental Practice Administration, School of Dentistry at Matsudo, Nihon University

2020 was about 35 000 75% worked in dental laboratories and about 

25 20 000 75

with 10

2021 2021
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2022 31 2022
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’s “ ” will be discussing the nature of dental technician work 

　令和 2年度の就業歯科技工士数は約 3 5万人であり，そのうちの約 75％は歯科技工所に，約 25％は病院・診療所に勤務して
いる．また，歯科技工所は約 2万カ所となっており，そのうち歯科技工士 1人の歯科技工所が約 75％を占めている．近年では，
歯科技工士 1人の歯科技工所は減少してきているが，歯科技工士 10人以上の歯科技工所は増加してきている．
　令和 3年 6月，規制改革実施計画において，歯科技工所の共同開設，歯科技工におけるリモートワークや機器の共同利用につ
いて令和 3年度中に措置されることなどが指摘された．これを受けて，厚生労働省の「歯科技工士の業務のあり方等に関する検
討会」において，まずは歯科技工におけるリモートワークや機器の共同利用について議論が行われ，令和 4年 2月に中間報告が
とりまとめられ，令和 4年 3月 31日付で通知が発出された．
　また，歯科技工士は歯科技工士法第二十条の規定により，印象採得，咬合採得，試適，装着その他歯科医師が行うのでなけ
れば衛生上危害を生ずるおそれのある行為をしてはならないとされている．厚生労働省の「歯科技工士の業務のあり方等に関
する検討会」において，今後は歯科技工士の業務のあり方について議論されると聞いている．
　本講演では，歯科技工におけるリモートワークや機器の共同利用等をはじめとした歯科技工士に関する国の動向について概
説する予定である．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈共催講演Ⅰ〉

Role of dental technician in digital era

BABA Kazuyoshi

デジタル時代における歯科技工士の役割
馬場一美

昭和大学歯学部歯科補綴学講座

略 歴
1986年 東京医科歯科大学歯学部卒業
2007年 昭和大学歯学部教授
2021年 日本補綴歯科学会理事長（～2023年）
2023年 昭和大学歯学部長

1986  Tokyo Medical and Dental University, D.D.S. 

2007-present Professor, Department of Prosthodontics, School of Dentistry, Showa University

2021-2023  President, Japan Prosthodontic Society

2024-present  Dean, School of Dentistry, Showa University

-
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   The lecture will focus on the “ integrated use”

　デジタル・デンティストリーの普及により歯科治療の進め方，治療・技工のワークフローが根本的に変わりつつある．たと
えばロストワックス法による従来型のアナログ歯科技工ワークフローが CAD/CAMによるデジタル・ワークフローに取って代
わられ，口腔内スキャナーとモノリシック・マテリアルを用いれば，模型を使うことなくすべての治療過程をデジタルデータ
のやりとりで完遂できるモデルフリー・フルデジタル・ワークフローも可能となった．
　その結果，時間的・空間的な制限を受けず，医療情報の保存・参照・活用が可能になった．特に補綴歯科領域ではさまざま
な種類のデジタルデータの「統合活用」が行われるようになり，その代表例として口腔内スキャンデータと CTデータの統合に
よる補綴主導型のインプラント埋入シミュレーション，フェーススキャンデータとの統合による顔面形態を考慮した補綴装置
の審美的最適化，下顎運動データとの統合による咬合面形態の機能的最適化等が挙げられる．
　つまり，デジタル・デンティストリーの進化により歯科技工士に求められるスキルは変化し，その役割はますます大きく
なってきた．
　講演ではデジタルデータの「統合活用」に焦点をあて，審美・機能の融合という点からデジタル・デンティストリーにおけ
る歯科技工士の担う役割を解説する．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈共催講演Ⅱ〉

Current status and future prospects of CAD/CAM dentures

OHKUBO Chikahiro

CAD/CAM義歯の現状と将来展望
大久保力廣

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座

略 歴
1986年 鶴見大学歯学部卒業
1990年 鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座助手
2005年 鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座講師
2009年 鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座教授
2018年 鶴見大学歯学部学部長（現在に至る）

1986 Graduate from Tsurumi University School of Dental Medicine

1990-2005 Assistant, Department of Prosthetic Dentistry, Tsurumi University School of Dental Medicine

2005-2009 Lecturer, Department of Prosthetic Dentistry, Tsurumi University School of Dental Medicine

2009- Professor, Department of Prosthetic Dentistry, Tsurumi University School of Dental Medicine

2018- Dean, Tsurumi University School of Dental Medicine
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　現在の義歯製作は，歯科精密鋳造に加え人工歯を１歯ずつ排列し，埋没後にポリマーとモノマーを混和，塡入し重合すると
いう，きわめてクラシカルな手法を基本としている．ところが，デジタルテクノロジーの著しい進歩に並走し，この約 10年間
で義歯の CAD/CAM製作がいよいよ現実のものとなってきている．

CAD/CAMコンプリートデンチャーは，すでに海外ではコマーシャルベースで提供されている．基本的には顎堤形状データか
ら CADにより人工歯排列，歯肉形成し，ミリングあるいは３Dプリントにより義歯床を造形して人工歯をソケットに接着し完
成している．
　一方，パーシャルデンチャーは義歯の構成要素も多く，義歯床がフレームワークを包含する構造のため，フルデジタル製作の
ハードルは非常に高い．現状では，各義歯構成要素を別々に CAD/CAMにより製作し，作業模型上にて一体化させるアセンブ
ル方式が試行されている．有床義歯フレームワークに関しては，CADデータからパターンをミリングや 3Dプリントし，従来
どおりに埋没，鋳造する半デジタル製作と，金属ブロックからミリング，あるいは金属粉末から積層造形するフルデジタル製
作が行われている．コストや表面形状の問題が解決されれば，有床義歯フレームワーク加工の主流となることが期待されてい
る．
　本講演では，デジタル技術を用いた有床義歯の CAD/CAM製作の現状と将来展望について概説する．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈企画講演Ⅰ〉

A future vision that combines analog and digital techniques:
dental techniques and beauty

NISHIMURA Yoshimi

Dental Creation Art

アナログとデジタル技工を融合させていく未来像
─歯科技工と美について─

西村好美
有限会社デンタルクリエーションアート（近畿支部）

略 歴
有限会社デンタルクリエーションアート会長
にしむら塾主幹（東京・大阪）
大阪セラミックトレーニングセンター講師
株式会社松風アドバイザー兼国際インストラクター
日本歯科技工士会生涯研修認定講師

Chairman, Dental Creation Art, Co, Ltd.

Director, Nishimura Juku  (Tokyo/Osaka)

Instructor, Osaka Ceramic Training Center

SHOFU Advisor and International Instructor

Certified Instructor for Japan Dental Technologists Association Lifelong Training

’ “
”

“
”

whole- ’ “what is 

true beauty”
“dental techniques and beauty”

　現代社会におけるデジタル化の進化は著しく， （人工知能）がわれわれの日常生活や未来に大きな影響を及ぼすことは明
確である．現在の歯科業界においても，CAD/CAMをはじめとするデジタルソリューションの普及が急速に進むなか，今後の臨
床現場では，CTや口腔内スキャナー，咬合解析機器などから得たデジタルデータを基に診査診断が行われていく．それに伴い
歯科技工の関わりが重要とされ，これらのデジタルデータの活用を踏まえ，歯科技工が変化していく必要がある．一方，患者
の口腔内の健康を回復するために必要な補綴治療のガイドラインには「審美性・機能性・生物学的恒常性・構造力学」があ
り，それらは急速に変化する時代においても不変不動のものであると考える．それらを考慮し製作される補綴装置には「自然
美・機能美・造形美・芸術美」という美の概念が重要である．なぜなら，美と健康は密接に繋がり，口腔内から全身の健康に
与える影響について示唆されるなか，歯科技工士が「真の美とはなにか」を追求し，個々の症例に真摯に向き合うことで，患
者の笑顔と健康へ繋げていくことができるからである．
　そこで今回は，アナログとデジタル技工を融合させながら進化する時代において「歯科技工と美」というテーマで歯科技工
士に必要なポイントを述べてみたいと思う．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈企画講演Ⅰ〉

The primary role of dental technicians:
a three-in-one approach towards dental clinical practice

OMORI Yuki

歯科技工士の本当の役割・仕事─三位一体で臨む歯科臨床─
大森有樹
大森歯科医院

略 歴
大阪市開業
日本臨床歯科学会大阪支部長（大阪 SJCD会長）
大森塾（大阪・東京・福岡）主宰
インプラントスクールリーダー

Practicing in Osaka City

Director, Osaka Branch of the Society of Japan Clinical Dentistry (Chairman of Osaka SJCD)

President, Omori Juku (Osaka/Tokyo/Fukuoka)

Implant School Leader

“ ”
“ ”

“
”
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　歯科技工士の役割・仕事とは何だろうか？と問われれば，一般的に当然のことながら，修復物・補綴装置の製作と答えるで
あろう．確かに“ものづくり”もそうなのであるが，私は歯科技工士の本当の役割・仕事は“歯科医療人であること”と考え
る．つまり対歯科医師ではなく，対患者の仕事なのである．
　歯科技工士の作る修復補綴は，天然歯の模倣・ニセモノではなく，天然歯を超える人工器官となりうる．また，デジタルテ
クノロジーが発達発展することにより歯科技工士の仕事が失われるといわれているが，本来人がコントロールするデジタル機
器である以上，人の感覚・センスというものが必要となる．そして予防歯科が進むと歯科技工士の仕事が減るのではと危惧さ
れているが，究極の予防とは何かを考えればおのずと歯科技工士の存在が重要不可欠であることは容易に理解できる．
　このようにして“歯科医療人である”私たち歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士が三位一体となり，それぞれの真の役割・
仕事を高め遂行することによって，患者の顎口腔系の健康の回復とその長期的安定を得ることができると考える．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈企画講演Ⅱ〉

Selection of ceramic materials for layering

FUJITANI Naoya

レイヤリングにおけるセラミックマテリアルの選択
藤谷直也

JUST RIGHT DENTAL

略 歴
2011年 新大阪歯科技工士専門学校卒業

株式会社デンテックインターナショナル入社
2017年 医療法人禄士会入社
2022年 JUST RIGHT DENTAL開業

2011 Graduated from Shin-Osaka Dental Technician College

Joined Dentec International Co., Ltd.

2017 Joined Medical Corporation Rokushikai

2022 JUST RIGHT DENTAL opening of business

-

-

　今日のオールセラミックスによる補綴装置作成のマテリアルについて，CAD/CAMなどのデジタルの進化に伴い酸化ジルコニ
ウム（以下，ジルコニア）が隆盛を極めているのは誰もが知るところである．そのため，数えきれないほどのジルコニアディ
スクが登場し，以前のような単に白いだけのものでなく，シェードごとに透明感やグラデーションを付与されたものなどが存
在する．またデジタルの利便性も相まって，あらゆるケースに対応できる可能性を広げている．もちろん弊社もその恩恵を受
け，ジルコニアによる補綴装置製作の依頼は多い状況にある．
　しかしそれと対をなすように，E- に代表される二ケイ酸リチウムを使用した補綴装置の依頼も数多くある．この二ケイ
酸リチウムもジルコニアに劣らないバリエーションを有しており，シェードごとの透明感などを考慮してもジルコニア同等，
もしくはそれ以上の審美的評価を有する可能性を秘めていると考える．
　そこで本講演は，二ケイ酸リチウムを用いた前歯部のレイヤリングを，状況に応じアプローチした症例をいくつか紹介した
い．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈企画講演Ⅲ〉

Imitation of natural teeth

URISAKA Tatsuya

Lucent Dental Laboratory

天然歯の模倣
瓜坂達也

Lucent Dental Laboratory（近畿支部）

略 歴
1997年 島根県歯科技術専門学校歯科技工士科卒業
1998年 早稲田歯科技工トレーニングセンター16期デイクラス修了

株式会社ケイテックス入社
1999年 大阪市内歯科医院勤務
2001年 大阪セラミックトレーニングセンター16期週末コース修了
2005年 株式会社松風　The Next Generation Ceramic Technical contest入賞
2008年 あさの塾 5期修了

Lucent Dental Laboratory開業
2010年 KUWATA College 110期修了
2013年 にしむら塾大阪 5期修了

株式会社松風アドバイザー
新大阪歯科技工士専門学校専攻科非常勤講師
にしむら塾大阪 OB会会長

’

-
-

for all-

-

-

　患者さんの色調に対する要求が高まりつつあるなかで，術者は使用する材料の色調特性を理解し表現することが重要であ
る．つまり，天然歯の構造を理解したうえでポーセレンの多色築盛により色調を再現することで，審美性の高い補綴装置の製
作が可能となる．しかし，この多色築盛を理解し応用するには多くの経験が必要であると考えている．
　一方，昨今の歯科材料の進化に伴う二ケイ酸リチウムやジルコニアなどの普及により，オールセラミックスの市場が拡大傾
向にある．そのような状況で多用されているモノリシッククラウンに着色する方法，いわゆるステイン法は，誰にでも簡単に
色調再現ができる方法として現在のトレンドになっている．しかし多色築盛による天然歯構造を模擬する製作方法とは異な
り，表面層の着色のみで，あたかも象牙質にエナメル質が覆われているような天然歯の構造を表現しなければならないため，
満足度のある色調を再現するためには，逆に多色築盛に比べ難易度の高いテクニックであるといえる．
　今回，補綴装置を口腔内に調和させるための勘所について，さまざまなテクニックを紹介しながら述べていきたいと思う．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈企画講演Ⅳ〉

Digitized implant placement diagnosis ─ Lab technique

SOGO Atsushi

デジタル化されたインプラント診断─技工
十河厚志

株式会社デンタルデジタルオペレーション（近畿支部）

略 歴
1985年  大阪歯科学院専門学校卒業
1989年  渡米（歯科技工所勤務）
1992年  帰国（歯科技工所取締役社長）
2001年  日本歯科技工士会生涯研修認定講師
2006年  （株）デンタルデジタルオペレーション設立（取

締役社長）
2009年  大阪大学招聘教員
2018年  神奈川歯科大学附属病院非常勤講師
2019年  日本口腔インプラント学会専門歯科技工士

1985  Institute of Osaka Dentistr y Technical School 

Graduation

1989 Visit to the United States (Dental laboratory duty)

1992 Returning Japan (Dental laboratory president)

2001  Japan Dental Technologists Association life training 

authorization lecturer

2006  dental  digi ta l  operat ion inc.  establ ishment 

(President)

2009 Osaka University invitation teacher

2018  Part-time lecturer attached to Hospital of Kanagawa 

Dental University

2019  Specialized dental technician in Japanese Society of 

Oral Implantology

-

- ― - ―is 

-taking and dental laboratory work will 

　歯科技工において，コンピューター支援によって補綴装置を設計・加工できる歯科用 CAD/CAMの導入は，従来からの歯科
技工手技を大きく変革させ，高度な技術を容易に獲得できるようになった．さらにマテリアルの進化が促され，アナログ技工
では扱うことのできなかったマテリアルによる補綴装置の作製も可能にした．
　また，近年普及が著しい口腔内の光学印象における臨床応用は，印象採得から補綴装置作製までの一連の流れをデジタル化
によって完結させるといった近未来の修復治療のあり方を示しており，今後はより印象採得および技工作業のデジタル化が加
速することが確実視されている．
　一方，口腔内の光学印象はインプラント埋入診断においても活用され，インプラント埋入シミュレーションソフトウェアへ
光学印象データと CTデータを取り込むことで埋入診断が可能である．そしてその診断によって得られた埋入位置を口腔内で再
現するためのサージカルガイドはラボで作製されていることも多く，インプラント外科治療における歯科医師と歯科技工士間
の情報共有および連携にデジタルは欠かせない要素となっている．このように歯科治療にデジタルが介入することは，単に便
利ということのみならず，治療の安心や安全を妨げるリスクを最小にすることへも寄与している．
　今回は日常の歯科臨床におけるデジタル技工の現状や，デジタル技術の将来的な可能性を，みずからが携わっている経験を
交えて述べてみたい．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈企画講演Ⅴ〉

Partial denture/overdenture treatment
and the importance of pretreatment

OKUMORI Takeshi

パーシャルデンチャー・オーバーデンチャーでの対応と前処置の重要性
奥森健史

有限会社デンタル・プログレッシブ

略 歴
1984年 東洋歯科技工学院卒業
1992年 渡独（プフォルツハイム）
2000年 有限会社デンタル・プログレッシブ開設　現在に至る

スタディーグループ K.S.I.主幹
咬合・補綴治療計画セミナーインストラクター
大阪大学歯学部歯科技工スーパーバイザー
デンタリードテクニカルアドバイザー
古希の会メンバー
大阪 SJCD会員
日本歯科技工士会認定講師

“ ” “force”

“ ’ ”

“ ” “ ” “
” and “ ”

-

　進化している各マテリアルに対し，私たちテクニシャンはそのリスクとベネフィット（恩恵）を見極める知識が必要で，口
腔内装着された時点からの経年変化を想定しながら対応することはとても重要となる．目に見える“色，形態”はもちろん，目
には見えないものである“力”，すなわち咬合力をどのようにコントロールするかがキーではないだろうか．
　たとえば，上下顎がしっかり嵌合している少数歯欠損の場合ではファイナル補綴装置をイメージするのに難しくないが，多
数歯欠損の“すれ違い咬合”や，さらに前歯部にまでに及ぶ連続欠損などの場合，“何から手を付ければよいのかイメージでき
ない”ということをよく聞く．特に咬合支持を喪失した上下顎の欠損歯列であれば，なおさらデザインした補綴装置で大丈夫
なのか，術者の多くは不安になる．そのためにも，欠損補綴では特に「歯列弓の保全」「機能回復」「残存組織の保全」「審美性
の改善」を念頭に，チェアーサイドとの綿密なディスカッションの下，考察した構造デザインによる前処置が重要である．ま
たそれに伴い各マテリアルを組み合わせ立体化していくという“マテリアルセレクション”も重要な部分であると考える．本
講演を通じ，欠損補綴における必要なことを述べたいと思う．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈企画講演Ⅵ〉

Prosthetic procedures using the digital approach in practice

TSUJI Takahiro

デジタルアプローチでおこなう補綴手技の実際
辻　貴裕

dental BiOVISION株式会社（近畿支部）

略 歴
1991年 旭川歯科学院専門学校卒業
2010年 dental BiOVISION株式会社設立代表取締役
日本口腔インプラント学会インプラント専門歯科技工士
日本歯科技工学会専門歯科技工士
日本歯科技工士会生涯研修認定講師

1991 Asahikawa Dental Technician College , Hokkaido Japan

2010 dental BiOVISION, INC. CEO, Established 2010

Dental technician specialized in dental implants,  Japanese Society of Oral Implantology

Certified Dental Technician, Japan Academy of Dental Technology 

Training Certified Lecturer, Japan Dental Technologists Association

‘ ’

-

　この数年で，日本の歯科医療現場でも口腔内スキャナーを用いた補綴歯科治療が普及してきていることで，われわれ歯科技
工士の技工手技も従来のアナログ手法からデジタルデータを扱う手法へと大きく変わりつつある．
　とりわけ口腔内スキャナーは日本国内でも十数種類の機種が取り扱われており，それぞれが独自のクラウドシステムを使用
してデータ送受信を行うことが主流となり，書き出せるファイル形式もネガティブなものから汎用的なものまでさまざまであ
る．
　ラボサイドではそれらのクラウドを介してデジタルデータを適切に取り扱わなければならず，異なる座標軸のデータを重ね
合わせたり，加工修正する知識も必要となる．
　また，口腔内スキャナーの性質上，スティッチング工程によって少なからず歪みが生じるスキャンデータを用いながら，ど
のように複数歯欠損症例にアプローチすべきなのかを考えなければならない．
　今回は，天然歯症例とインプラント症例とでのアプローチ方法の違いや，モデルレスを前提としたモノリシックジルコニア
レストレーションの実際を，臨床例を用いて解説させていただく．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈海外講演Ⅰ〉

Surface stain technique in the digital era
─ Creating individual character utilizing various monolithic zirconia─

YOKOTA Hirofumi

デジタル時代の表面ステインテクニック
─モノリシックジルコニアのタイプによる個性的特徴の再現方法─

横田浩史
Signature Dental Lab, Canada

略 歴
1991年 東邦歯科医療専門学校卒業
1996年 駒澤大学経済学部経済学科卒業
1998年 早稲田歯科技工トレーニングセンター卒業
1991年～2002年 日本，中国，米国で就業
2002年～現在 カナダで就業

1989-1991  Diploma of Dental Technologist, Toho Dental College

1992-1996  Bachelor of Economics, Komazawa University

1997-1998  Diploma of Master ceramist, Waseda DTTC 

1991-2002  Dental office and Dental lab, Japan, China and U.S.A 

2002- present Dental office and Dental lab, Canada

“ single- ” “single- ” and “ - -layer 

or color)”

　近年のデジタル化に伴い CAD/CAMを使用した修復物，とりわけモノリシックジルコニア（フルジルコニア）の症例が急増
している． 過去には「白いメタル」ともいわれ，口腔内で白浮きしてしまい不自然であったジルコニアも，透光性の向上，レ
イヤーによるグラデーションの付与，インフィルトレーション（カラーリング）の普及などにより，天然歯に類似したマテリ
アルへと進化し，表面ステイン用陶材で色調再現を行えば高い審美性を得られるようになった．多くの築盛用陶材を販売する
メーカーも，表面ステイン用陶材をラインナップに加えている．
　表面ステインテクニックはコストパフォーマンスに優れているが，一方で良好な結果を得るためには適切なマテリアル選
択，知識，手技が必要不可欠である．
　ジルコニアディスクには「単層（中透光性）」「単層（高透光性）」「多層（マルチレイヤー，マルチカラー）」などの選択肢が
あるが，機械的な単純作業で表面ステイン用陶材を塗布してもターゲットとなる色調にならないことが多い．色調を合わせる
には，ジルコニアのタイプによって適した手技と，それぞれ異なるレシピで個性的特徴の再現方法をしなくてはならない．
　本講演では，繊細で複雑な手技を必要とする表面ステインテクニックのシンプル化を図り，マテリアル選択のストレス解消
と色調による再製を減らすためのテクニックをペイント番長がお話しさせていただく．
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈海外講演Ⅱ〉

趙　仁志 (CHAO Jen-Chih)

Educational qualifications

Department of Human Resource and Public Relations Da-Yeh University Master

Department of Dental Technology and Materials Science Central Taiwan University of Science and Technology Degree

Experience

Taiwan Association of Dental Technology Chairman(9th & 10th session) 

Taipei city Dental Technicians Association Chairman (First & Second session) 

Certified Member of STRAUMANN Lab ACADEMY

STATRAMUNN Dental Implants Lecturer

BPS Certified Technician

1980

1970

’

- -
-

- -

'
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈海外講演Ⅲ〉

Meet colors with eLAB

廖　哲葦 (LEO Liao)

Arteeth Studio天野 齒 Dental Laboratory

Educational qualifications

2005 The Department of Dental Technology, Central Taiwan University of Science and Technology

2007 The Department of Japanese Language Application, Taichung University of Science and Technology

Experience

2009 Huayi Dental Lab (Taiwan)

2012 Sho Dental Lab(Australia)

2014 SCAD Larsen-Chu Award Winner (USA)

2016 Arteeth Studio 天野齒 Director (Taiwan)

2017 Bio-Emulation member

-
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈シンポジウムⅠ〉日本と台湾における歯科技工の違い

The current state of dental technology in Japan

NAKATSUKA Michiko

日本の歯科技工の現状
中塚美智子

大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科

略 歴
1991年 静岡県立大学経営情報学部経営情報学科卒業
2002年 九州歯科大学歯学部歯学科卒業
2009年 博士（歯学）（大阪歯科大学）

大阪歯科大学歯学部口腔解剖学講座講師
2017年 大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科准教授
2021年 大阪歯科大学大学院医療保健学研究科教授

大阪歯科大学医療保健学部口腔工学科教授

1991 School of Management and Information, University of Shizuoka

2002  School of Dentistry, Faculty of Dentistry, Kyushu Dental University

2009 D.D.S., Ph.D. (Osaka Dental University)

Lecturer, Department of Oral Anatomy, Osaka Dental University

2017 Associate Professor, Department of Oral Health Engineering, Osaka Dental University Faculty of Health Sciences

2021 Professor, Department of Oral Health Engineering, Osaka Dental University Faculty of Health Sciences

Professor, Graduate School of Health Sciences, Osaka Dental University

Current status of Taiwan’s dental technology

許　學全 (HSU Hsueh-Chuan)

Educational qualifications

PhD in Materials Science and Engineering, National Chung Hsing University

Schools with Dental Technology Departments in Taiwan

Total Number and Regional Distribution of Dental Technicians in Taiwan

Professional Qualifications and Certification in Taiwan

Challenges and Opportunities in Taiwan’s Dental Technology

Director and Professor, Department of Dental Technology and Materials Science, Central Taiwan University of Science and 

Technology
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日歯技工誌 45（特）：2024

　今回の国際歯科技工学術大会では，台湾歯科技工学会の会員による講演のご協力を得ている．
　そのため，企画したシンポジウムのなかで，日本と台湾との歯科技工に関する違いについての講演を 2名の先生に依頼し，シ
ンポジストとしての登壇をお願いした．
　このシンポジウムでは，「両国の教育機関」「歯科技工士数」「取得できる資格」の解説の後，歯科技工の課題および潮流につ
いて討論していただく．
　このシンポジウムで両国が刺激し合い，これからも引き続き歯科技工を通じてさらなる連携の強化がなされるよう願ってい
る．

“educational institutions" “ ” “qualifications”
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日歯技工誌 45（特）：2024

〈シンポジウムⅡ〉未来に向けた歯科技工のスタイル

A vision of the future as digitalization advances

UEHARA Yoshiki

デジタル化が進む現在から見えてくる未来像
上原芳樹

有限会社ファイン

略 歴
1995年 日本歯科学院専門学校卒業
1996年 大阪セラミックトレーニングセンター卒業

有限会社ファイン入社
2001年 オウセラム（アメリカ /ロサンゼルス）勤務
2016年 有限会社ファイン代表取締役

1995 Graduated from the Japan Dental Tech’s College

1996 Graduated from the Osaka Ceramic Training Center

Joined Fine Co.,Ltd.

2001 Worked at Auceram (Los Angeles，USA)

2016 Representative Director of Fine Co.,Ltd.

   “ ” ， “ ”
， ，
， ， there is always change，

Looking at dental technology alone， 30 years ago to today， ，
， - ，

， as you all know，

   Until now， ， ， with the recent 

， ，

， ，
'

， focusing on the “digital society”

　「時代の変化に対応する」とは世の常であるが，「変化を嫌う」というのも人間のサガである．
　近年，デジタル化の波が一気に押し寄せ，歯科技工界も大きな転換期を迎えている．無論どの時代にもどの業界にも変化は
必ず存在し，そしてその変化が進化に結びつくことはいうまでもない．歯科技工においても，この業界に足を踏み入れた 30年
前から今日まで，アルギン酸寒天印象がシリコン印象に，メタルボンドがオールセラミックスに遷移し，さらにはインプラン
ト補綴や CAD/CAM分野が登場するなど，さまざまな変化を経験してきた．しかし，昨今のデジタル化の波は皆さんも感じて
いるように，今までの変化とは少し訳が違う．
　多少の変化があれども技工本来のスタイルは変わることがなかったが，昨今のデジタル化で歯科技工からワックスアップを
なくし，鋳造という作業をなくすということが起きている．つまり，技工本来のスタイルを抜本的に変えなければいけない大
きな転換期に直面しているといえる．だからこそ，デジタル化＝時代の変化などと騒がれているが，そのことは歯科技工界に
とってはマイナスなことなのであろうか．ある人にとってはマイナスに働くかもしれないし，ある人にとってはプラスに働く
かもしれない．それはその人の意識のもち方と行動次第ではないかと思う．
　この機会に皆さんと，今後切っても切り離せない「デジタル社会」ということを中心にこれからの時代を考えてみたいと思
う．



― 44 ―

日歯技工誌 45（特）：2024

〈シンポジウムⅡ〉未来に向けた歯科技工のスタイル

Expectations of female dental technicians: An update on the Act on the 
Promotion of Women’s Active Engagement in Professional Life

FUJIO Chiharu

女性活躍推進法のブラッシュアップからみえる女性歯科技工士への期待
藤王千春

医療法人社団いのうえ歯科医院／北海道歯科技工士会

略 歴
1986年 北海道歯科技術専門学校卒業
2017年 日本歯科技工士会女性活躍推進委員会委員
2019年 若年雇用定着及び女性活躍推進プロジェクト委員会委員
2022年 日本歯科技工士会労務対策委員会委員
2024年 日本歯科技工士会労務対策担当理事

1986 Graduated from Hokkaido Dental Technical College 

2017 Member of the Women’s Active Engagement Promotion Committee, Japan Dental Technologists Association 

2019 Member of the Youth Employment Retention and Women’s Active Engagement Promotion Project Committee

2022 Member of the Labor Policy Committee, Japan Dental Technologists Association

2024 Director in-charge of Labor Policy, Japan Dental Technologists Association
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　女性の社会進出は着実に進んでいる．皆様ご存じのとおり，働くことを希望する女性が希望に応じた働き方を実現できるこ
とを目的とした法律として，「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」がある．いわゆるこの「女性活躍推進法」は
2016年に施行された法律であり，その後，時代のニーズに合わせ 2020年と 2022年に改正されているように進化している．こ
の法律の趣旨である女性が働きやすい環境を整えることにより，優秀な人材の獲得，従業員の定着率，企業が抱えるさまざま
な経営課題等の解決に寄与すると考えている．このことから女性活躍推進法は，女性従業員のみならず，男性従業員や事業主
にとっても良い影響をもたらすことが期待できる．
　日本歯科技工士会の女性活躍推進委員として全国 6ブロックで開催した女性活躍セミナーや，歯科技工士労務対策委員として
歯科技工士の働き方改革セミナーを担当している．このことを踏まえ，日本歯科技工士会歯科技工士労務対策担当理事とし
て，これからの歯科技工スタイルについてお話しさせていただきたい．
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TAKEDA Wataru

デジタルワークフローによる歯科技工の変革
武田　航

株式会社 Johnny’s Factory

略 歴
株式会社 Johnny’s Factory代表取締役社長
株式会社 Dental Next代表取締役社長
日本歯科技工士会会員
大阪府歯科技工士会理事
大阪府歯科技工士連盟理事

Johnny’s Factory Co.,Ltd. President

Dental Next Co.,Ltd. President

Japan Dental Technologists Association Member

Osaka Dental Technologists Association Director

Osaka Dental Technologists Federation Director

“ ”

　歯科技工士不足，経済問題，高齢化等，現在歯科技工界は負のスパイラルの最中にあるといっても過言ではない．デジタル
化によるワークフローの見直しや，環境改善，職域拡大が進んでいるが，抜本的な解決にいたらず，歯科技工士数の減少，経
済問題は業界にとって大きな課題となっている．「デジタル化・歯科技工士数の増加・働き方改革・歯科技工所連携」を課題解
決の一部として，今回議論できればと思う．
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Improvements through digitization to address issues
in the dental laboratory industry

NISHIYAMA Hiroyuki

歯科技工業界における課題に対するデジタル化による改善
西山浩行

株式会社KDRlabo

略 歴
株式会社 KDRlabo代表取締役社長
新大阪歯科技工士専門学校非常勤講師
日本歯科技工士会会員

KDRlabo Inc.President

Part-time lecturer at Shin-Osaka College of Dental Technicians

Japan Dental Technologists Association Member

CAD/CAM技術の革新， の普及が歯科技工業界に大きな影響を与え，効率を飛躍的に向上させた．そしてさらに進んでい
くと考えられる．しかしながら，まだ労働時間や賃金問題などが影響し，歯科技工士不足問題は継続している．ラボ経営者と
しては，賃金・利率・原価の高騰など設備投資しにくい現状ではあるが，女性の歯科技工士が増え活躍しているなか，ラボ環
境の改善や働き方の改善が必要となってきている．これらの課題について，明るい未来を目指した私の考えを定義し，議論し
たい．
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Trends and prospects of the dental technician education system

OSHIMA Katsuo

歯科技工士教育制度の動向と展望
大島克郎

全国歯科技工士教育協議会

略 歴
1999年 日本歯科大学卒業
2003年 日本歯科大学大学院修了

日本歯科大学附属病院
2009年 厚生労働省等
2015年 日本歯科大学東京短期大学（現在に至る）
2019年 全国歯科技工士教育協議会会長

1999 DDS, The Nippon Dental University

2003 PhD, The Nippon Dental University Graduate School

The Nippon Dental University Hospital

2009 Ministry of Health, Labour and Welfare, etc.

2015 The Nippon Dental University College at Tokyo (Present)

2019 President of  Japan Society for Education of Dental Technology

2020

“Conference on Training and Securing Dental Technicians”

2021 “ ’
”
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   The “ 2024 ”
2024 “securing dental technicians”

　近年，歯科技工士の養成・確保対策は大きな課題となっている．厚生労働省では，有識者による議論を経て，2020年 3月に
「歯科技工士の養成・確保に関する検討会」の報告書を取りまとめた．この報告書では，歯科技工士の教育制度や確保対策など
について，現在の課題や施策の方向性が示されている．
　また 2021年 9月からは，この報告書の内容を受け，歯科技工士の業務のあり方や必要な教育について検討を行うため，厚生
労働省において「歯科技工士の業務のあり方等に関する検討会」が開始された．検討会での議論を経て，直近では CADなどの
コンピューターを用いた歯科技工の設計について，自宅でのリモートワークが可能になるよう省令が改正されている．
　さらに，2024年 6月に閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針 2024（骨太方針）」においても，歯科に関する課題と
して「歯科技工士の人材確保」などが掲げられており，これらの動向は今後，歯科技工士教育制度にも影響を与える可能性が
考えられる．
　こうした背景を踏まえ，全国歯科技工士教育協議会においては，2023年から，日本歯科医師会，日本歯科技工士会，日本歯
科技工所協会の各関係団体との協議に参画し，今後の方向性等について議論を深めているところである．
　今回，前記のような動向を踏まえ，歯科技工士教育の現状や課題，そして展望について，私見を交えて概説する．
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Lifelong seminar as a professional

MORINO Takashi

専門職としての生涯研修
森野　隆

公益社団法人日本歯科技工士会

略 歴
1993年 歯科技工所開設
2013年 公益社団法人静岡県歯科技工士会副会長
2018年 日本臨床歯科補綴学会副理事長
2022年 公益社団法人日本歯科技工士会会長

一般社団法人日本歯科技工学会監事

1993 Establish the laboratory

2013 Vice-President of Dental Technologists Association in Shizuoka Prefecture 

2018 Vice Chairman of Japan Clinical Prosthodontic Society

2022 President of Japan Dental Technologists Association and Auditor of Japanese Academy of Dental Technology

　歯科技工士の生涯研修は，専門職としての成長と患者への質の高いサービス提供においてきわめて重要である．歯科技工士
は，歯科医療の現場で欠かせない役割を果たしており，患者の口腔健康を支えるために，常に最新の技術や知識を習得する必
要がある．
　医療技術は日々進化している．新しい材料や技術，また昨今のデジタル技術の導入により，歯科技工士の業務は大きく変化
している．たとえば，CAD/CAM技術の普及により，従来の手作業に加えて，デジタルデザインや製造が可能になった．
　新しい技術を習得することで，より精度の高い補綴物を提供できるようになり，近年多様化している患者様のニーズにも対
応でき，患者様一人ひとりの状態や希望に応じた適切な治療を提供することが可能となる．またそのために，コミュニケー
ション能力や専門知識，技術を磨く必要がある．このような多岐にわたる学びの場を提供することで，業界内でのネットワー
ク構築も可能となる．研修やセミナーを通じて，他の専門家との交流が生まれ，情報交換等の機会が増える．個人の成長によ
り，業界全体の知識や技術が向上し，より良い医療サービスの提供が可能になると考える．生涯研修の意義を今一度，皆様と
共有したいと思う．
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Living in the genderless era: Prospects in dental technology

KIMURA Tadashi 

ジェンダーレス時代を生きる─歯科技工の展望─
木村　正

一般社団法人日本歯科技工所協会

略 歴
1983年 埼玉歯科技工士専門学校卒業
1987年 東京都世田谷区にて中央歯科補綴研究所創業
1989年 目黒区自由が丘へ移転「健康笑顔創業企業」株式会社中央歯科補綴研究所設立
2016年 事業拡大のため目黒区大岡山へ移転
2018年 「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞審査委員会特別賞受賞
2022年 一般社団法人日本歯科技工所協会理事長
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’s recent actions to increase the salaries of 

　直近の技工学校入学者のデータによると，男性 299名，女性 481名と，大幅に女性比率が増加している．一方，歯科技工士が
働く世界では，働き方改革，歯科技工のデジタル化など就労環境の変化が著しい．従前の歯科技工では熟練を必要とした歯冠
形態修復も，今では CADである程度のものが作れる時代である．それはすなわち，一部の歯科技工においては修練に時間を必
要としなくなったといえるだろう．
　また，近年では自分らしさを最も大切にするという価値観の下，就職先に求める要素として「働きやすさ」や「休みの多さ」
が重要視されていることは間違いないが，同時に「やりがい」も重視されている．
　われわれは，卒後の歯科技工士を預かる立場として，社員の就労環境や福利厚生をもって，「やりがい」ある環境づくりに力
を注いでいかなければならない．就労環境においては，休日の拡大，残業の減少，収入の増加，などだけではない．製作工程
をデジタルに見直し，職人気質の徒弟制度から，あらたな従業員教育へと改善し，男女問わず若い歯科技工士が，CAD などの
実践でいち早く活躍できるようにしていかなければならない．福利厚生においても，男女を問わない育休の付与や，育休後の
就労に関する柔軟な対応などが挙げられる．
　今般政府が取り組み始めた，歯科技工士の賃金アップに資する施策がうまく功を奏し，魅力ある職業の仲間入りを果たした
にせよ，今後女性にとっても働きやすい環境を作らなければ，歯科技工士は絶滅危惧種となる．


